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Changes of the Meaning of “PLACE” after the Great East Japan Earthquake:  
A case of Restoration Project of Hamada Shoji Memorial Mashiko Sankokan Museum 
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1 南山大学人類学研究所 第二種研究員・人文学部日本文化学科 教授 
2 相馬焼の被災状況については、『陶説』編集部（2012）を参照のこと。また、益子と県境を挟んで隣接
する茨城県の笠間については、羽石（2012）がある。 
















































































                         









































 「民陶」としての知名度を増した益子は、1960 年代〜70 年代にかけての「民芸ブーム」













方文化を扱った特集「アンチ TOKYO? クール LOCAL!」（2010 年）の「魅力ある地方都市






























                         
6 同時期には、陶芸家志望の移住者も多く、これも「ブーム」の一つのあらわれであったといえる。 














時間がかかるが、販売店関係者らは 1 億円以上の被害が出ているとみている。 
 町内には約 300 の窯元があり、このうち登り窯が約 40 基あるといわれている。ほと
んどの登り窯が崩壊や亀裂が入るなどの被害を受け、修復が必要になっている。窯の修
復や店舗の補修に掛かる費用、営業経費まで勘案すると、被害総額は数億円に上るとみ
られている。（「東日本大震災で益子町 「陶芸の里」被害甚大 展示品や登り窯崩壊 被













と塩窯 7）には、他の工房と同様に大きな被害があった（図 1）。 




死　者 行方不明者 負傷者 その他 計（人）
0 0 7 0 7
全　壊 大規模半壊 半　壊 一部損壊 計（件）
居宅 15 11 118 2125 2269
居宅外 90 0 136 134 360
計 105 11 254 2259 2629
道　路 橋　梁 水　道 その他 計（ケ所）
70 7 4 10 91








































工房などに大きな被害があったことが語られるが、例年、5 月の GW に開催される陶器
市を、会期を短縮しつつも、開催することが決定されている。実際に陶器市は無事に開催さ






























メンバーは町内の 20 代から 40 代の陶芸家約 20 人。「カケラ・プロジェクト」とし
て、4 月から二つの取り組みを始めた。（「割れた陶器活用 「カケラ・プロジェクト」 
 始動 復興へ若手作家結集 巡回展示など取り組み」、下野新聞 2011.05.24） 
                         
8 もっとも近年では、焼成された陶磁器の破片を粉末状にして粘土に混ぜるという形で、部分的な再利用














の来場者に益子へのメッセージをカケラに書いてもらうというものであった。2011 年 9 月

























に対して、古くより様々な支援を行なってきたが、2007 年に 2 億 5 千万円の私財を町に委
託する形で創設されたのが、この基金である。これはもともと若手の創業支援を基本とする















4-1 公益財団法人 濱田庄司記念益子参考館 
公益財団法人 濱田庄司記念益子参考館（以下「益子参考館」とする）は、濱田庄司自身
が作陶の「参考」として収集してきたコレクションを、広く一般にも「参考」としてほしい

























蔵を展示棟としていた 2 号館・3 号館の二つの建物の被害は大きく、屋根瓦が崩れ落ち、室
内から外が見えるほどの亀裂が壁に複数みられた。もちろん、収蔵品も多く破損し、ほかに、 
                         
9 当初は、財団法人 益子参考館という名称であったが、公益財団法人化にあたって現在の名称となった。 
10 益子参考館の成り立ち等については、濱田（2007）を参照のこと。 











































写真 3.被災した益子参考館 3号館 (筆者撮影) 
  
写真 4.益子参考館 2号館に入った亀裂 
           (筆者撮影) 
 
 
写真 5.半壊した濱田庄司の登り窯 (筆者撮影) 
 
 
写真 6.損壊した濱田庄司作の大皿 (筆者撮影) 
 





































































 推定の被害総額 1 億 2 千万円に対して、再建資金としては 8000 万円が設定された。基金
設立すぐより、複数のチャリティーイベントが企画されるとともに、広く募金活動が開始さ
れた。また、例えば、町内各所への募金箱（壺）の設置（「益子焼の募金かめ」、下野新聞
2011.10.2）や濱田庄司に関するチャリティーT シャツの作成（「忘れない 3・11 東日本大






促された一般からの募金、一部の大口の募金 12などによって、目処とされていた 1 年後に




町益子）を復旧する「益子参考館震災再建基金」（小林陽太郎代表幹事）は 7 月 31 日











来春の全館リニューアルオープンを目指す。（「目標の 9 割超、7400 万円に 益子参考
館の再建基金 来春、リニューアル目指す」、下野新聞 2012.8.11） 
 
募金額は、最終的には 7542 万 3507 円となり（2013 年 1 月 31 日、「MASHIKO × 
MIRIRAI」特設ページ）、これを受け、上の記事にもあるように、石蔵の展示棟などを中
心に、改修工事を進めた。館は、被害の大きかった展示棟や登り窯などを除いて、すでに





1000 万円／大塚商会名誉会長が寄付」、下野新聞 2011.11.15）。寄付者名や金額などは、「MASHIKO × 
MIRIRAI」特設ページより確認できる。 
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部分開館していたが、改修工事の完了をまって、2013 年 3 月 22 日に内覧会が実施され、

















































金 もう一段 県民の協力を」、下野新聞 2012.4.3）という記述もある。こうした動きには、
一つには「被災した陶芸家が多い益子から「なぜ同館だけ支援するのか」という声も漏れる」













（「益子参考館震災再建基金 大塚運営委員長に聞く 支援広がり目標の９割超 経営
































ます （「濱田庄司記念益子参考館館長 濱田友緒さん 東日本大震災から全面復旧 往
































の一つである。2009 年に開催された第 1 回には、益子参考館（や濱田窯）がこれに関わる
ことが基本的になかったが、2012 年の第 2 回には、館内にサウンドインスタレーションが

















































2015.8.20 「花会・音会 at 上ん台」 以後類似企画継続
2015.9 「土祭 2015」関連企画開催
2015.10.12 「益子参考館　円座」 以後継続






庁の「平成 25 年度  地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業」
（http://www.bunka.go.jp/seisaku/bijutsukan_hakubutsukan/shien/kyodo/）にも採択さ
れ、その助成も受け、実施された。 















                         





図 2.登り窯復活プロジェクト DM 
 













館（東京）の深沢直人館長を迎えるシンポジウム（2 月 14 日）や益子の食が集まるマ
ルシェ（同 21、22 日）も開催予定。冬の同町を活気づけるイベントを目指す （「濱田
庄司登り窯復活プロジェクト委会長 濱田友緒さん 冬の益子 活気づけたい」、下野







 「プロジェクトには作家や地元中学・高校の美術部員ら 10～70 代の約 90 人が参加し、
作品を焼き上げる」（同上、下野新聞 2015.1.17）ことになっており、「これだけ大勢の作品
が一つの窯で焼成されるのは極めて珍しいという」（「益子参考館 24 日から復活イベント 
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濱田庄司登り窯 40 年ぶりに火 90 人の作品焼成」、下野新聞 2015.1.21）。具体的には、8

































                         







































れは、きっと「良き将来」へと繋がるものなのだろう。ちなみに、2017 年 4 月、登り窯復
活プロジェクトは、2 回目の実施に向けて動きだした 16。今回は，茨城県側に隣接する窯
業地・笠間の人々にも参加を促すという。それもまた、この場に織り込まれる、新たな
                         




16 2017 年 8 月に参加者の募集を開始し、窯焚き・登り窯祭が開催される 2018 年 2 月までの予定で実施
される（登り窯復活プロジェクト公式 HP、http://www.mashiko-sankokan.net/noborigama-roject/ top. 
html）。 
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